
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 １０１３ 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭総合 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「家庭総合 自立・共生・創造」 （東京書籍） 

副教材等 ニューライブラリー家庭科 資料＋成分表 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

〇家庭生活に関心を持ち、積極的に取り組みましょう。 

・食品の特徴と栄養素についての知識を身に付け、適切な食事について主体的に考え、実行できる

力を身につけましょう。 

・子どもの発達・発育について学び、保育者の視点を持って子どもとの関わり方について思考・判

断できる力を身につけましょう。 

・授業プリントは遅れずすべて記入して期限を守って提出しましょう。  

・自分の生活の課題を見つけて解決に向けての方法を考えたり、友達と意見交換したりできるよう 

になりましょう。  

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・食品の特徴と栄養素についての知識を身につけ、適切な食事について主体的に考え、実行できる

力を身につける。 

・子どもの発達・発育について学び、保育者の視点を持って子どもとの関わり方について思考・判

断できる力を身につける。 

・高齢者の現状と生活を理解し、身近な問題としてとらえる。 

・様々な人々と協働できる力を身につけ、生活文化を継承し，自分や家庭，地域の生活の充実向上

を図ろうとする態度を身につける。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

食生活、子どもの発達・発

育、消費生活などに関する

基礎的・基本的な知識・技

能を身につけている。 

食生活、子どもの発達・発育、

消費生活などについてその充

実向上を図るための課題を見

出し、その解決を目指して思

考を深め、適切に判断し、工

夫し創造する能力を身につけ

ている。 

食生活、子どもの発達・発育、

高齢者などについて関心をも

ち、その充実向上を目指して

主体的に取り組むとともに、

実践的な態度を身につけてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

食
生
活
を
つ
く
る 

○栄養と食品の関わり 

○食品の選び方と安全 

○これからの食生活を考

える 

＊調理実習 

a: ・食生活を営むことができる

よう健康に配慮した食事につい

て、課題を見いだし、解決する

力を身に付けている。 

b: 食の安全と衛生など，食と

人との関わりや、ライフステー

ジの特徴や課題に着目し，健康

や環境に配慮した食生活につい

て理解している。  

c: 食生活の科学と文化につい

て，課題の解決に主体的に取り

組み，生活文化を継承し，生活

の充実向上を図るために実践し

ようとしている。 

定期考査 定期考査 

 

授業プリ

ント 

 

授業プリ

ント 

 

実習レポ

ート 

２

学

期 

子
ど
も
と
共
に
育
つ 

○子どもを知る 

○発達のすばらしさ 

○親になることを考えよ

う 

○健やかに育つ環境 

○子どもの生活 

（子どものおもちゃ・お

やつの製作など) 

a: ・青年期の課題である自立

について理解し、親の役割と保

育について理解を深めている。 

b: 子どもの発達を支えるため

に，適切な関わり方について問

題を見いだして課題を設定し、

解決する力を身に付けている。 

c: 子供との関わりと保育・福

祉について，課題の解決に主体

的に取り組み，自分や家庭，地

域の生活の充実向上を図るため

に実践しようとしている。 

定期考査 定期考査 

 

授 業 プ リ

ント 

授 業 プ リ

ント 

 

実 習 レ ポ

ート 

３

学

期 

超
高
齢
社
会
を
共
に
生
き
る 

〇超高齢社会の現状 

○高齢者を知る 

○高齢者の自立と 

豊かな社会の実現 

〇これからの超高齢社会 

a: 高齢者を取り巻く社会環境

の変化や課題について理解を深

めている。 

b: 高齢者の心身の状況に応じ

た適切な支援の方法や関わり方

について問題を見いだして課題

を設定し，解決する力を身に付

けている。 

c:高齢者との関わりと福祉につ

いて，課題の解決に主体的に取

り組み、生活の充実向上を図る

ために実践しようとしている。 

定期考査 定期考査 

 

授 業 プ リ

ント 

授 業 プ リ

ント 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        
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